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■内需の回復により4.0％成長
2013年の実質GDP成長率は4.0％となり、前年の2.1％

を上回った。需要項目別にみると、内需の寄与度が6.3％、
外需がマイナス2.3％となり、内需中心の成長となった。
2012年後半から回復傾向を示していた民間最終消費支出
（構成比67.1％、前年比4.6％増）が堅調に推移し、在庫
調整が進んだことで、企業の設備投資を含む国内総固定
資本形成も4.3％増と改善、政府支出も公共投資などを通
じて前年に引き続き経済成長を下支えした。他方、外需
では、財貨・サービスの輸出が0.1％増にとどまり、同輸
入が8.5％増となった。生産部門別では、製造業が構成比
で最大となる24.1％を占める。その製造業は内需の好調
もあり4半期ごとの伸びで右肩上がりとなり、通年で
3.8％増を記録した。建設は、公共支出の拡大にも支えら
れて7.1％増となり、前年の横ばいから大幅に好転した。
また金融および金融仲介サービス（FISIM）はそれぞれ

9.8％増、12.5％増、内需回復の恩恵を受けた宿泊・飲食
サービス業、卸・小売業もそれぞれ9.2％増、4.9％増と増
加した。
IMFは2014年4月時点でトルコの2014年の実質GDP
成長率を2.3％に減速すると予測した。しかし、6月には
トルコ2位の輸出先（2013年）である隣国イラクが「イ
ラクとシャームのイスラム国（ISIS）」の侵攻を受け、不
安定化が進んでいる。このため、トルコでは、輸出の減
速や資本調達コスト上昇などの影響が懸念されている。
6月のトルコの対イラク輸出は前年同月比で19.3％減少
した。

■輸出はEU市場が回復、金輸出は急減
トルコ統計機構（TUIK）によると、2013年の輸出は
前年比0.4％減の1,518億264万ドルにとどまった。一方、
輸入は6.4％増の2,516億6,125万ドルと増加したため、貿

易赤字は18.8％増の998億5,861万ド
ルと拡大した。
輸出では、最大の輸出品目である
自動車・同部品がEU市場の回復を
受けて12.2％増の170億25万ドルと
なったほか、一般機械が8.3％増の
129億8,925万ドル、ニット衣類が
9.8％増の92億4,494万ドル、プラス
チック製品が11.9％増の56億872万
ドルと堅調だった。一方で、貴石・

ト ル コ Republic of Turkey
2011年 2012年 2013年

①人口：7,667万人（2013年） ④実質GDP成長率（％） 8.8 2.1 4.0
②面積：78万5,347km2 ⑤消費者物価上昇率（％） 6.5 8.9 7.5
③1人当たりGDP：1万782米ドル ⑥失業率（％） 9.8 9.2 9.7
 （2013年） ⑦貿易収支（100万米ドル） △89,137 △65,331 △80,026

⑧経常収支（100万米ドル） △75,082 △48,497 △65,073
⑨外 貨準備高（100万米ドル、 

期末値）
78,322 99,943 110,927

⑩対 外債務残高（グロス） 
（100万米ドル、期末値）

303,884 338,309 388,243

⑪為 替レート（1米ドルにつき、 
トルコ・リラ、期中平均）

1.675 1.796 1.904

〔注〕⑦⑧の2013年は暫定値
〔出所〕 ①～④：トルコ統計機構（TUIK）、⑤⑥：IMF（WEO）、⑦⑧⑩：トルコ中央銀行、⑨⑪：IMF（IFS）

2013年のトルコの実質GDP成長率は、内需の回復を背景に4.0％と前年（2.1％）を上回った。景気回復に伴う一般財や金の
輸入増から、貿易赤字は前年比18.8％増の998億5,861万ドルに拡大した。対内直接投資は大型案件が少なく4.7％減の102
億4,800万ドルにとどまったが、日本からは前年の4.7倍となる4億9,300万ドルを記録、積極的な進出が目立った。

表1　トルコの需要項目別実質GDP成長率
（単位：％）

2012年 2013年 2013年 2014年
Q1 Q2 Q3 Q4 Q1

実質GDP成長率 2.1 4.0 2.9 4.5 4.3 4.4 4.3
民間最終消費支出 △0.5 4.6 3.4 5.1 4.7 5.3 2.9
政府最終消費支出 6.1 5.9 7.6 7.8 1.7 6.8 8.6
国内総固定資本形成 △2.7 4.3 1.5 3.4 6.0 6.4 △0.5
財貨・サービスの輸出 16.3 0.1 5.1 0.1 △2.3 △1.5 56.9
財貨・サービスの輸入 △0.4 8.5 7.1 11.8 5.8 9.3 11.4

〔注〕四半期の伸び率は前年同期比。
〔出所〕トルコ統計機構（TUIK）から作成
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貴金属類は前年の急増から一転、57.1％減の69億9,861万
ドルとなった。トルコから輸出される貴石・貴金属類は
主に金であり、イランからの天然ガス輸入の対価として、
イランに直接、あるいはイランへの中継地となるアラブ

首長国連邦（UAE）向けに前年
は輸出が急伸していたが、2013
年は大きく減少した。また、世
界的な需要低迷と競争激化の影
響により鉄鋼が12.5％減となっ
たほか、鉱物性燃料も12.8％減
と低調だった。
国・地域別にみると、最大の
輸出相手国であるドイツは前年
比4.4％増の137億258万ドルと
なった。EU向け輸出は下半期
から回復がみられ、英国も1.0％
増と微増、スペイン（16.6％増）、
オランダ（9.0％増）、イタリア
（5.4％増）向けも堅調だった。
EU全体では6.1％増となり、
2014年はさらなる増加が期待さ
れる。一方、国別で最大の寄与
となったのは、輸出相手国2位
のイラク。同国への輸出は
10.4％増の119億4,891万ドルと
なった。ただし、近年輸出シェ

アの拡大が続いていた中東全体でみると16.2％減少した。
これは上述の貴石・貴金属類が米国の制裁強化の影響を
受けたイラン向け（57.7％減）、UAE向け（39.3％減）な
どで減少したことが影響した。他方、政情不安が続く国

表2　トルコの主要品目別輸出入＜通関ベース＞
（単位：100万ドル、％）

輸出（FOB） 輸入（CIF）
2012年 2013年 2012年 2013年
金額 金額 構成比 伸び率 金額 金額 構成比 伸び率

自動車･同部品 15,148 17,000 11.2 12.2 鉱物性燃料 60,117 55,917 22.2 △7.0
一般機械 11,999 12,989 8.6 8.3 一般機械 26,316 30,157 12.0 14.6
鉄鋼 11,332 9,919 6.5 △12.5 鉄鋼 19,642 18,691 7.4 △4.8
電気機器 9,373 9,544 6.3 1.8 電気機器 16,280 17,759 7.1 9.1
ニット衣類 8,419 9,245 6.1 9.8 自動車･同部品 14,514 16,808 6.7 15.8
貴石・貴金属類 16,325 6,999 4.6 △57.1 貴石・貴金属類 8,529 16,234 6.5 90.3
鉱物性燃料 7,708 6,725 4.4 △12.8 プラスチック製品 12,505 13,881 5.5 11.0
鉄鋼製品 6,093 6,148 4.0 0.9 有機化学品 5,065 5,314 2.1 4.9
ニットを除く衣類 5,431 5,714 3.8 5.2 精密機器 4,056 4,559 1.8 12.4
プラスチック製品 5,013 5,609 3.7 11.9 医薬品 3,996 4,151 1.6 3.9
食用の果実およびナッツ、かんき
つ類の果皮ならびにメロンの皮

3,806 3,969 2.6 4.3 銅・同製品 3,878 3,710 1.5 △4.3
アルミニウム・同製品 2,985 3,237 1.3 8.4

家具 2,421 2,831 1.9 16.9 紙、板紙、製紙用パルプ、同
製品

2,883 3,092 1.2 7.2
塩、硫黄、土石類、プラスター、
石灰、セメント

2,481 2,746 1.8 10.7
ゴム・同製品 3,036 3,062 1.2 0.9

ゴム・同製品 2,425 2,482 1.6 2.4 綿花・綿糸・綿布 2,378 2,989 1.2 25.7
アルミニウム・同製品 2,252 2,363 1.6 4.9 鉄鋼製品 2,367 2,758 1.1 16.5
中古衣類、紡織用繊維の中古品 1,904 2,191 1.4 15.1 航空機・同部品 3,158 2,372 0.9 △24.9
じゅうたん、床用敷物 1,997 2,188 1.4 9.6 人造繊維の短繊維・同織物 2,223 2,175 0.9 △2.2
綿花・綿糸・綿布 1,786 1,928 1.3 8.0
合計（その他含む） 152,462 151,803 100.0 △0.4 合計（その他含む） 236,545 251,661 100.0 6.4
〔出所〕トルコ統計機構（TUIK）から作成

表 3　トルコの主要国・地域別輸出入（再輸出を含む総額ベース）＜通関ベース＞
（単位：100万ドル、％）

輸出（FOB） 輸入（CIF）
2012年 2013年 2012年 2013年
金額 金額 構成比 伸び率 金額 金額 構成比 伸び率

EU28 59,398 63,040 41.5 6.1 87,657 92,458 36.7 5.5
ドイツ 13,124 13,703 9.0 4.4 21,401 24,182 9.6 13.0
イタリア 6,373 6,718 4.4 5.4 13,344 12,885 5.1 △3.4
英国 8,694 8,785 5.8 1.0 5,629 6,281 2.5 11.4
フランス 6,199 6,377 4.2 2.9 8,590 8,080 3.2 △5.9
スペイン 3,717 4,334 2.9 16.6 6,024 6,418 2.6 6.5
オランダ 3,244 3,538 2.3 9.0 3,661 3,364 1.3 △8.1

スイス 2,125 1,015 0.7 △52.2 4,305 9,645 3.8 124.1
ロシア 6,681 6,964 4.6 4.3 26,625 25,064 10.0 △5.9
北アフリカ諸国 9,444 10,042 6.6 6.3 3,308 3,508 1.4 6.0
エジプト 3,679 3,200 2.1 △13.0 1,342 1,629 0.6 21.4

その他のアフリカ諸国 3,913 4,104 2.7 4.9 2,613 2,523 1.0 △3.5
米国 5,604 5,640 3.7 0.6 14,131 12,596 5.0 △10.9
中東諸国 42,451 35,575 23.4 △16.2 21,410 22,214 8.8 3.8
イラン 9,922 4,193 2.8 △57.7 11,965 10,383 4.1 △13.2
イラク 10,822 11,949 7.9 10.4 149 146 0.1 △2.4
アラブ首長国連邦（UAE） 8,175 4,966 3.3 △39.3 3,597 5,384 2.1 49.7
サウジアラビア 3,677 3,191 2.1 △13.2 2,171 2,015 0.8 △7.2
シリア 498 1,024 0.7 105.7 67 85 0.0 25.9

アジア諸国 10,575 12,017 7.9 13.6 49,602 54,648 21.7 10.2
中国 2,833 3,601 2.4 27.1 21,295 24,686 9.8 15.9
インド 792 587 0.4 △25.9 5,844 6,368 2.5 9.0
韓国 528 460 0.3 △12.8 5,660 6,088 2.4 7.6
日本 332 409 0.3 23.4 3,601 3,453 1.4 △4.1

合計（その他含む） 152,462 151,803 100.0 △0.4 236,545 251,661 100.0 6.4
〔出所〕トルコ統計機構（TUIK）から作成
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では、シリア向けは穀物中心に前年比で倍増したが、北
アフリカに分類されるエジプト（13.0％減）向けは減少
した。EU、中東以外では、アジア諸国向けが13.6％増、
北アフリカ諸国が6.3％増（エジプトを除くと18.7％増）、
その他のアフリカ諸国向けが4.9％増となるなど、市場多
角化政策の成果がみられる。アジアでは、中国向けが
27.1％増と高い伸びを示す一方、2013年5月にFTAが発
効した韓国向けは12.8％減の4億6,025万ドルと減少した。
輸入では、鉱物性燃料が7.0％減の559億1,716万ドルと

大きく減った。貴石・貴金属類は、前年のイランへの金
の大量流出を受け、2013年はスイス、英国、UAEなどか
らの輸入が急増し、90.3％増の162億3,427万ドルとなっ
た。また、一般機械は14.6％増の301億5,665万ドルで、
前年に15.5％減と落ち込んだ自動車・同部品も内需・国
内生産の復調に伴い15.8％増の168億827万ドルとなった。
財別分類でみると、7割を超える最大構成比の中間財が
5.1％増、内需回復が寄与した消費財が13.9％増、資本財
は8.4％増となった。
輸入を国別でみると、首位のロシアがエネルギー需要

の減速もあり、前年比5.9％減の250億6,421万ドルとなっ
た。一方、中国は15.9％増の246億8,589万ドルとなり、
ロシアに迫り、単月ベースでは5～10月に最大の輸入相
手国であった。スイスは金の需要増もあり、2.2倍となる
96億4,529万ドルで輸入を押し上げる大きな要因となっ
た。EUはドイツからが13.0％増、英国が11.4％増と2桁
増となったが、イタリア、フランスは前年に引き続き減
少し、EU全体では通年で5.5％増だった。イランからの
輸入は、同国の核開発をめぐる経済制裁の影響で減少し、
13.2％減の103億8,322万ドルとなった。なお、米国も
10.9％減でイランに次ぐ減少幅であった。韓国はFTA発
効直前の2013年4月からプラスに転じ、通年でも7.6％増
の60億8,847万ドルと緩やかながら拡大し始めている。
トルコは18カ国・地域とFTAを発効しており、トル

コの貿易総額に占めるFTA締結国の割合は、輸出が
51.2％、輸入が45.9％を占めている。

■中東からの投資が大幅拡大
トルコ中央銀行によると、2013年のトルコへの対内直

接投資（国際収支ベース、株主資本：流入のみ計上）は、
前年比4.7％減の102億4,800万ドルとなった。国・地域別
でみると、従来7割程度を占めていたEUからの投資が
27.9％減の52億6,800万ドルに落ち込み、構成比でも
51.4％まで低下した。一方で、中東からの投資は62.8％増
の25億9,300万ドルに拡大、構成比は25.3％まで上昇し、
貿易だけでなく直接投資でも、EU偏重からの多様化傾
向が示されている。2013年にトルコに進出した外資系企

業数は前年比26.5％減の1,442社だった。同年末にトルコ
で操業する外資系企業総数は3万6,950社で、うち約半数
がEU企業であった。
対内直接投資を分野別にみると、金融・保険分野が前
年比81.8％増の37億8,800万ドルで1位となった。同分野
では、ドイツ保険大手のアリアンツによるヤプクレディ
保険の買収（8億8,200万ドル）、カタール商業銀行によ
るアルタナティフ銀行の買収（4億4,800万ドル）、マレー
シアの政府系ファンドであるカザナ・ナショナルのア
ジュバーデム健康・生命保険の買収（2億5,200万ドル）
などEUおよびイスラム地域からの大型投資がみられた。
電力、ガス供給分野は前年の2.5倍となる大幅増で2位と
なった。同分野は、民営化案件の比率が高く、ドイツ・

表4　 トルコのFTA発効・署名・交渉状況（2013年）
（単位：％）

FTA
トルコの貿易に占める
構成比（2013年）
往復 輸出 輸入

発効済み

EU 38.5 41.5 36.7
欧州自由貿易連合（EFTA） 3.1 1.1 4.2
イスラエル 1.3 1.8 1.0
マケドニア 0.1 0.2 0.0
ボスニア・ヘルツェゴビナ 0.1 0.2 0.1
パレスチナ 0.0 0.1 0.0
チュニジア 0.3 0.6 0.1
モロッコ 0.4 0.8 0.2
シリア 0.3 0.7 0.0
エジプト 1.2 2.1 0.7
アルバニア 0.1 0.2 0.0
グルジア 0.4 0.8 0.1
モンテネグロ 0.0 0.0 0.0
セルビア 0.2 0.3 0.1
チリ 0.2 0.1 0.2
ヨルダン 0.2 0.5 0.0
韓国 1.6 0.3 2.4
モーリシャス 0.0 0.0 0.0
合計 47.9 51.2 45.9

署名済み レバノン 0.3 0.5 0.1
コソボ 0.1 0.2 0.0

交渉完了
マレーシア 0.4 0.2 0.5
モルドバ 0.1 0.2 0.1
ガーナ 0.1 0.1 0.1

交渉中

ウクライナ 1.7 1.4 1.8
コロンビア 0.2 0.1 0.3
エクアドル 0.0 0.1 0.0
コンゴ民主共和国 0.0 0.0 0.0
カメルーン 0.0 0.1 0.0
セーシェル 0.0 0.0 0.0
湾岸協力会議（GCC） 4.4 6.1 3.3
リビア 0.8 1.8 0.1
南米南部共同市場（メルコスール） 0.9 0.9 1.0
フェロー諸島 0.0 0.0 0.0
日本 1.0 0.3 1.4
シンガポール 0.2 0.2 0.1
ペルー 0.1 0.2 0.0
メキシコ 0.3 0.2 0.4

〔注〕①シリアは発効停止中。
　　 ②日本はEPA交渉開始に向け準備中。
〔出所〕トルコ統計機構（TUIK）から作成
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エーオンとサバンジュ財閥の合弁
企業であるエネルジサが、トロス
ラル配電会社とイスタンブール-
アナドル配電会社（いずれも国営）
をそれぞれ17億2,500万ドル、12
億2,700万ドルで買収した。前年首
位だった製造業は49.4％減の21億
9,900万ドルで3位となった。パナ
ソニックによる配線器具大手ヴィ
コ・エレクトリックの買収（4億
6,000万ドル）が公表案件中で投資
額が最大となったほか、南アフリ
カ共和国のメタイア（Metair）イ
ンベストメントによるムトゥル・
ホールディング（バッテリー製造
会社）の買収（2億1,700万ドル）
などが行われた。
トルコからの対外直接投資額

（還流を含まず）は、前年比25.6％
減の32億2,600万ドルとなった。対
内直接投資同様にEUが40.4％減
の18億5,700万ドルと減少し、構
成比は57.6％にまで低下した。一
方、中東は18.7％増で構成比は
16.9％に、アジアも58.2％増で構成
比は6.9％まで上昇した。最大の投
資先は税優遇が好感されているオ
ランダで、同国を経由した第三国
企業への出資や買収は対外投資の
一つのパターンとなっている。こ
のほか、アゼルバイジャン、ドイ
ツ、米国、英国が続いている。

■ 日本とは2014年中の
FTA交渉開始に期待
日本の財務省「貿易統計（通関
ベース）」の2013年の対トルコ貿
易をドル換算すると、輸出が23億
4,100万ドル（前年比3.3％減）、輸
入が6億400万ドル（4.7％増）と
なった。輸出では、建設用・鉱山
用機械が3億4,200万ドル（構成比
14.6％、前年比14.7％増）となり、
主にショベルカーが増加した。自
動車関連では、自動車部品（2億
2,400万ドル、構成比9.6％）が、ギ

表5　トルコの国・地域別対内・対外直接投資＜国際収支ベース、グロス、フロー＞
（単位：100万ドル、％）

対内直接投資 対外直接投資
2012年 2013年 2012年 2013年
金額 金額 構成比 伸び率 金額 金額 構成比 伸び率

欧州 7,925 6,443 62.9 △18.7 3,502 2,138 66.3 △38.9
EU27 7,303 5,268 51.4 △27.9 3,117 1,857 57.6 △40.4
ドイツ 491 1,900 18.5 287.0 61 253 7.8 314.8
オランダ 1,381 1,004 9.8 △27.3 2,765 953 29.5 △65.5
オーストリア 1,519 659 6.4 △56.6 53 124 3.8 134.0
スペイン 193 531 5.2 175.1 15 65 2.0 333.3
英国 2,044 297 2.9 △85.5 84 181 5.6 115.5
ルクセンブルク 1,186 294 2.9 △75.2 21 144 4.5 585.7
フランス 86 222 2.2 158.1 4 15 0.5 275.0
イタリア 154 145 1.4 △5.8 23 50 1.5 117.4
スイス 454 202 2.0 △55.5 67 78 2.4 16.4
ロシア 11 871 8.5 7,818.2 162 107 3.3 △34.0

アフリカ 0 221 2.2 n.a. 50 69 2.1 38.0
南アフリカ共和国 0 221 2.2 n.a. 0 1 0.0 n.a.
米州 491 343 3.3 △30.1 176 251 7.8 42.6
米国 439 326 3.2 △25.7 139 228 7.1 64.0

中東 1,593 2,593 25.3 62.8 459 545 16.9 18.7
アゼルバイジャン 338 796 7.8 135.5 373 450 13.9 20.6
レバノン 315 574 5.6 82.2 0 5 0.2 n.a.
カタール 46 469 4.6 919.6 3 0 0.0 △100.0
サウジアラビア 439 243 2.4 △44.6 6 4 0.1 △33.3
アジア 744 645 6.3 △13.3 141 223 6.9 58.2
日本 106 493 4.8 365.1 0 0 0.0 n.a.
韓国 58 50 0.5 △13.8 2 71 2.2 3,450.0
インド 4 1 0.0 △75.0 25 80 2.5 220.0
合計（その他含む） 10,759 10,248 100.0 △4.7 4,334 3,226 100.0 △25.6
〔注〕①2013年は暫定値。
　　 ②�対内直接投資は、流入株主資本部分のみ計上。撤退は含まない。対外直接投資は、対外

直接投資のみ計上し、還流資本は含まない。
　　 ③金額欄「0」は発表統計のとおり。単位未満の数値の有無は不明。
〔出所〕トルコ中央銀行

表6　トルコの業種別対内・対外直接投資＜国際収支ベース、グロス、フロー＞ 
（単位：100万ドル、％）

対内直接投資 対外直接投資
2012年 2013年 2012年 2013年
金額 金額 構成比 伸び率 金額 金額 構成比 伸び率

鉱業 213 240 2.4 12.7 471 750 23.2 59.2
製造業 4,342 2,199 21.6 △49.4 2,742 1,086 33.7 △60.4
電気機器、精密機械 143 607 6.0 324.5 31 19 0.6 △38.7
食品、飲料品、たばこ 2,201 343 3.4 △84.4 2,279 290 9.0 △87.3
化学、化学品、基礎医薬品および原料 579 261 2.6 △54.9 40 85 2.6 112.5
コークス・石油製品 179 237 2.3 32.4 0 1 0.0 n.a.
ゴム、プラスチック製品 485 223 2.2 △54.0 13 12 0.4 △7.7
基礎金属、同製品 101 112 1.1 10.9 16 60 1.9 275.0
自動車 121 75 0.7 △38.0 21 44 1.4 109.5
非金属鉱物製品 10 29 0.3 190.0 116 454 14.1 291.4

電力、ガス供給 924 2,335 22.9 152.7 52 83 2.6 59.6
金融・保険 2,084 3,788 37.2 81.8 377 487 15.1 29.2
商業 221 357 3.5 61.5 48 101 3.1 110.4
運輸・倉庫 130 300 2.9 130.8 32 141 4.4 340.6
建設 1,428 203 2.0 △85.8 73 211 6.5 189.0
管理・サポートサービス業 234 142 1.4 △39.3 7 7 0.2 0.0
不動産業 173 130 1.3 △24.9 217 199 6.2 △8.3
ICサービス 133 122 1.2 △8.3 45 69 2.1 53.3
医療、社会事業 546 105 1.0 △80.8 2 5 0.2 150.0
合計（その他含む） 10,759 10,248 100.0 △4.7 4,334 3,226 100.0 △25.6
〔注〕①2013年は暫定値。
　　 ②�対内直接投資は、流入株主資本部分のみ計上。撤退は含まない。対外直接投資は、対外

直接投資のみ計上し、還流資本は含まない。
　　 ③金額欄「0」は発表統計のとおり。単位未満の数値の有無は不明。
〔出所〕トルコ中央銀行
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アボックスおよび部分品の増加（前年比2.1倍）により
14.9％増となった。一方、自動車（構成比6.6％）は1億
5,500万ドルで27.4％減少した。トルコ全体の乗用車輸入
は、ドイツや東欧を含むEU圏、メキシコなどを中心に
増加している。これに対し、日系自動車メーカーは、ト
ルコ政府の投資優遇措置（2012年導入、2013年拡充）を
受けて現地生産を拡大させていることから、自動車部品
輸出が増加する一方、完成車輸出は減少したとみられる。
輸入では、全体の約4分の1を占める食料品が前年比

16.8％減の1億5,500万ドルとなった。このうち、魚介類
では、マグロ（冷凍フィレ）が数量ベースでは増加した
が、単価下落が大きく金額ベースで減少した。また、ト
マトピューレの減少も食料品輸入の減少につながった。
輸送機器は乗用車（1000cc超1500cc以下）や車輪の輸入
増加によって2.3倍となったが、一方で、一般機械に分類
されるエンジン部品は半減した。このほか、目立ったも
のには、全増となった揮発油（1,700万ドル）や、ほぼゼ
ロから急増したリチウムイオンバッテリー（4,200万ドル、
5,294倍）などがある。
なお、日本の外務省は、2013年7月31日に日本・トル

コ経済連携協定（EPA）締結に向けた交渉開始をトルコ
に提言しており、2014年中の交渉開始が期待されている。

■積極的な投資が相次ぐ日系企業
日系企業のトルコへの進出は引き続き活発で、2013年

以降新規に進出、ないしは進出規模を拡張した企業は
2014年6月時点で既に30社以上に達している。従来は欧
州への輸出拠点としての地理的優位性に着目した製造業
（自動車中心）の進出が中心だったが、消費市場の拡大に
伴い販売拠点設立も相次ぐ。近年の進出業種は、食品、
電機、電気通信、化学、自動車・部品、金融、物流、鉄
鋼、医療、製薬など多岐にわたっている。従来は欧州や
ドバイなどからの一管轄国としてトルコをカバーする企
業が多かったが、近年は体制変更によりトルコを中東・
北アフリカ・中央アジア等の市場への拠点として位置付
ける企業が増加している。
最近の主な投資動向としては、上述のパナソニックに
よるヴィコ・エレクトリック買収に加え、三菱東京 UFJ 
銀行の法人営業開始、日立物流の現地物流会社マーズ・
ロジスティクス・グループの株式の51％取得、ブリヂス
トンによる第2工場の建設発表、味の素によるトルコ大
手食品メーカー・キュクレの株式の50％の取得、日清
フーズ・丸紅によるトルコ企業との合弁設立（パスタ製
造）などがある。
そのほか、東芝、安川電機、東洋炭素、日立国際電気、
東芝メディカルシステムズ、リコーなどが現地法人を、
ミルボン、大林組、理研ビタミン、稲畑産業、JFE商事
などは市場調査等のため駐在員事務所を立ち上げた。

表7　日本の対トルコ主要品目別輸出入＜通関ベース＞
（単位：100万ドル、％）

輸出（FOB） 輸入（CIF）
2012年 2013年 2012年 2013年
金額 金額 構成比 伸び率 金額 金額 構成比 伸び率

一般機械 828 1,018 43.5 23.0 雑製品 178 164 27.1 △8.0
建設用・鉱山用機械 298 342 14.6 14.7 衣類･同付属品 111 112 18.6 0.8
繊維機械 111 136 5.8 22.5 食料品 187 155 25.7 △16.8
原動機 97 107 4.6 10.7 魚介類 68 57 9.4 △16.4
加熱用･冷却用機器 27 92 3.9 237.1 　マグロ（冷凍フィレ） 60 47 7.8 △21.5
金属加工機械 92 80 3.4 △13.0 穀物類 24 25 4.1 4.1
ポンプ･遠心分離機 33 78 3.3 139.2 　パスタ 23 24 4.0 4.1

輸送機器 466 394 16.8 △15.4 野菜 34 27 4.5 △20.2
自動車 214 155 6.6 △27.4 　トマト調製品 26 20 3.4 △21.6
　乗用車 176 120 5.1 △31.7 果実（乾燥果実、ナッツ類） 24 24 4.0 2.6
　　1500cc超3000cc以下 71 53 2.3 △25.1 鉱物性燃料 0 17 2.8 1,298倍
自動車部品 195 224 9.6 14.9 揮発油 - 17 2.8 全増
　�ギアボックスおよび部分品 50 104 4.5 106.3 蓄電池 0 45 7.5 904倍

原料別製品 522 380 16.3 △27.1 リチウムイオンバッテリー 0 42 7.0 5,294倍
鉄鋼 328 162 6.9 △50.6 輸送機器 23 52 8.6 126.6
ゴム製品 74 104 4.4 39.5 自動車 1 31 5.1 2,120.8

電気機器 266 221 9.4 △17.2 　乗用車（1000cc超1500cc以下） 1 30 5.0 2,162.6
化学製品 163 148 6.3 △9.2 自動車部品 17 21 3.4 19.3
プラスチック 81 62 2.6 △23.8 一般機械 49 30 5.0 △38.9

エンジン部品 39 21 3.4 △46.2
ホウ素の酸化物およびホウ酸 12 9 1.5 △26.7

合計（その他含む） 2,422 2,341 100.0 △3.3 合計（その他含む） 577 604 100.0 4.7
〔出所〕財務省「貿易統計（通関ベース）」から作成


